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本
稿
で
は
、
日
蓮
に
お
け
る
二
つ
の
宗
教
的
自
覚
を
取
り
上
げ
る
。
「
法
華
経
の
行
者
」
と
謗
法
の
者
一
、
問
題
の
所
在
二
、
日
蓮
の
法
華
経
理
解
三
、
謗
法
と
末
法
四
、
「
法
華
経
の
行
者
」
及
び
謗
法
の
者
と
し
て
の
自
覚
五
、
結
び
に
か
え
て
一
、
問
題
の
所
在
―
つ
は
、
過
去
世
に
お
い
て
自
己
が
謗
法
の
罪
を
犯
し
て
き
た
と
の
自
覚
で
あ
る
。
「
法
華
経
の
行
者
」
と
し
て
の
自
覚
は
、
四
(
l
)
（
2
)
 
日
蓮
四
三
オ
に
系
年
さ
れ
る
『
南
條
兵
衛
七
郎
殿
御
書
』
に
お
い
て
明
確
に
さ
れ
、
そ
れ
以
降
、
根
本
的
な
自
己
規
定
と
し
て
日
蓮
が
一
貫
し
て
表
明
し
続
け
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
自
覚
の
意
味
を
結
論
的
に
述
べ
る
な
ら
日
蓮
の
宗
教
的
自
覚
に
関
す
る
一
考
察
―
つ
は
、
「
法
華
経
の
行
者
」
と
し
て
の
自
覚
で
あ
り
、
も
う
H
蓮
の
宗
教
的
自
覚
に
関
す
る
一
考
察
間
宮
啓
壬
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
私
の
問
題
意
識
が
導
き
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
て
の
行
者
の
自
覚
と
謗
法
の
罪
人
・
滅
罪
者
と
し
て
の
自
覚
と
が
分
か
ち
難
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
既
に
繰
り
返
し
指
摘
し
て
(
5
)
 
い
る
。
渡
辺
宝
陽
氏
の
最
近
の
論
文
「
日
蓮
の
「
法
華
経
行
者
」
意
識
と
「
地
涌
菩
薩
」
認
識
」
に
お
い
て
も
、
姉
崎
氏
の
こ
の
指
摘
は
基
本
的
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
論
考
に
よ
り
、
こ
の
二
つ
の
自
覚
が
ど
の
よ
う
な
関
係
の
も
と
に
半
世
紀
以
上
も
前
の
著
作
で
あ
る
が
、
姉
崎
正
治
氏
の
ば
、
久
遠
仏
に
お
け
る
衆
生
救
済
の
意
志
を
自
己
の
実
践
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
こ
う
と
す
る
自
覚
で
あ
る
と
い
え
る
。
(
3
)
 
去
世
に
お
い
て
謗
法
の
罪
を
犯
し
て
き
た
と
の
自
覚
は
、
佐
渡
流
罪
期
に
至
っ
て
頻
繁
に
表
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
自
覚
の
意
味
を
や
は
り
結
論
的
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
久
遠
仏
に
お
け
る
衆
生
救
済
の
意
志
に
背
い
て
き
た
と
の
自
覚
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
改
訂
日
蓮
に
お
け
る
二
つ
の
宗
教
的
自
覚
を
意
味
の
上
で
比
較
す
る
限
り
で
は
、
全
く
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
日
蓮
に
お
い
て
実
際
は
、
過
去
世
に
謗
法
の
罪
を
犯
し
て
き
た
と
の
自
覚
が
、
「
法
華
経
の
行
者
」
の
自
覚
を
持
っ
て
実
践
す
る
動
機
を
与
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
日
蓮
に
お
け
る
こ
の
二
つ
の
宗
教
的
自
覚
の
意
味
を
確
認
す
る
と
共
に
、
両
者
の
関
係
を
探
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
、
こ
の
二
つ
の
自
覚
の
表
明
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
佐
渡
流
罪
期
の
遺
文
を
中
心
に
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
が
、
ま
ず
、
二
つ
の
自
覚
の
意
味
を
考
え
る
た
め
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
お
け
る
謗
法
の
意
味
を
考
え
る
。
さ
ら
に
、
謗
法
の
自
覚
が
、
日
蓮
の
法
華
経
理
解
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
次
い
で
、
と
を
指
摘
す
る
。
以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
た
上
で
、
主
題
と
し
て
掲
げ
た
問
題
を
展
開
す
る
こ
と
と
す
る
。
日
蓮
に
日
蓮
に
お
い
て
は
末
法
の
認
識
と
密
接
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
こ
尚
、
本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
っ
て
、
と
く
に
有
益
な
示
唆
を
得
た
先
学
の
研
究
と
し
て
左
の
も
の
が
あ
る
。
(
4
)
 
法
華
経
の
行
者
日
蓮
』
は
、
日
蓮
に
お
い
て
は
、
如
来
の
使
と
四
一
方
、
過
生
こ
る
仏
、
即
ち
久
遠
実
成
の
釈
迦
仏
で
あ
る
。
そ
し
て
、
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
即
ち
、
と
日
蓮
は
記
し
て
い
る
。
じ
め
に
記
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
こ
の
久
遠
仏
と
「
所
化
」
、
即
ち
衆
生
と
は
「
同
体
」
で
あ
る
と
さ
れ
日
蓮
に
お
け
る
謗
法
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
茂
田
井
教
享
氏
の
二
つ
の
論
文
「
日
蓮
聖
人
に
於
け
る
「
謗
法
」
と
い
う
こ
(
6
)
 
と
に
つ
い
て
」
・
「
謗
法
意
識
と
下
種
の
問
題
」
に
教
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
論
文
は
、
謗
法
を
、
法
華
経
自
体
の
自
意
と
さ
れ
る
も
の
|
ー
ー
即
ち
、
正
法
を
等
流
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
衆
生
を
救
済
せ
ん
と
す
る
如
来
の
誓
願
に
反
す
る
行
為
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
に
お
い
て
も
、
か
か
る
位
置
づ
け
が
基
礎
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
、
は
二
、
日
蓮
の
法
華
経
理
解
一
念
三
千
の
法
門
は
但
法
華
経
の
本
門
寿
量
品
の
文
の
底
に
し
づ
め
た
り
。
（
『
開
目
抄
』
、
『
定
遺
』
五
三
九
頁
）
四
一
念
―
―
一
千
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
天
台
大
師
智
顕
に
よ
っ
て
創
唱
さ
れ
た
止
観
法
門
で
あ
る
が
、
蓮
は
そ
れ
を
、
釈
迦
の
久
遠
実
成
を
説
く
寿
量
品
の
教
相
の
根
底
に
見
出
さ
れ
る
法
門
と
見
倣
し
、
法
華
経
に
還
元
す
る
。
日
寿
量
品
の
根
底
に
日
蓮
が
見
出
し
た
一
念
三
千
は
、
「
観
心
本
尊
抄
』
の
所
謂
「
四
十
五
字
法
体
段
」
に
説
か
れ
る
「
己
心
三
一
千
」
今
本
時
ノ
娑
婆
世
界
＂
離
ユ
ニ
災
冨
ぢ
ル
四
劫
孟
吊
住
ノ
浄
土
ナ
リ
。
仏
既
二
過
去
ニ
モ
不
レ
滅
セ
未
来
ニ
モ
不
レ
生
セ
。
所
化
以
テ
同
体
ナ
リ
。
此
レ
即
己
心
三
一
千
具
足
三
種
ノ
世
間
也
。
（
『
定
遺
』
七
―
―
―
頁
）
日
蓮
に
よ
れ
ば
、
「
今
本
時
ノ
娑
婆
世
界
」
は
永
遠
の
浄
土
で
あ
る
。
こ
の
浄
土
を
成
就
し
た
の
は
、
「
過
去
ニ
モ
不
レ
滅
セ
未
来
ニ
モ
不
＞
る
。
こ
の
よ
う
に
、
永
遠
の
浄
土
と
し
て
の
娑
婆
、
及
び
そ
こ
に
お
け
る
衆
生
と
久
遠
仏
と
の
「
同
体
」
性
が
、
日
蓮
の
宗
教
的
自
覚
に
関
す
る
一
考
察
日
蓮
に
と
っ
て
の
「
己
心
三
一
千
具
足
」
の
世
界
、
即
ち
一
念
三
千
の
世
界
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
己
心
三
一
千
具
足
」
と
言
わ
れ
る
場
合
、
そ
の
「
己
心
」
は
久
遠
仏
の
「
己
心
」
を
指
す
と
私
は
見
た
い
。
久
遠
仏
が
自
己
の
「
己
心
」
に
具
わ
っ
た
三
千
を
観
じ
た
時
、
そ
の
三
千
は
永
遠
の
浄
土
と
し
て
の
娑
婆
で
あ
り
、
ま
た
そ
こ
に
居
る
衆
生
は
久
遠
仏
と
「
同
体
」
な
る
存
在
と
し
て
観
じ
ら
れ
た
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
一
念
三
千
が
同
時
に
、
久
(
7
)
(
8
)
 
遠
仏
自
身
が
無
始
の
過
去
に
お
い
て
達
成
し
た
「
無
始
の
妙
境
妙
智
」
、
即
ち
久
遠
仏
自
身
の
悟
り
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
久
遠
仏
の
悟
り
の
立
場
か
ら
は
娑
婆
が
即
浄
土
で
あ
り
、
衆
生
は
久
遠
仏
と
「
同
体
」
で
あ
る
と
観
じ
ら
れ
る
に
し
て
も
、
現
実
の
娑
婆
は
椒
土
で
あ
り
、
そ
こ
に
お
け
る
衆
生
は
久
遠
仏
と
「
同
体
」
な
る
本
来
の
姿
を
失
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
久
遠
仏
は
無
始
の
過
去
に
お
け
る
成
道
以
来
、
か
か
る
娑
婆
の
衆
生
を
救
済
せ
ん
と
常
に
意
志
し
て
き
た
。
此
土
ノ
我
等
衆
生
ハ
五
百
塵
点
劫
ヨ
リ
已
来
教
主
釈
尊
ノ
愛
子
也
。
（
『
法
華
取
要
抄
』
、
『
定
遺
』
八
―
二
頁
）
日
蓮
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
そ
れ
で
は
、
久
遠
仏
は
衆
生
救
済
の
意
志
を
い
か
に
し
て
実
現
し
て
き
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
究
極
的
に
は
常
に
法
華
経
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
き
た
、
と
日
蓮
は
見
倣
す
。
こ
の
こ
と
は
次
の
二
つ
の
文
言
か
ら
導
か
れ
る
。
久
遠
実
成
は
一
切
の
仏
の
本
地
、
誓
へ
ば
大
海
は
久
遠
実
成
、
魚
鳥
は
千
二
百
余
尊
な
り
。
（
『
聖
密
房
御
書
』
、
『
定
遺
』
八
二
四
頁
）
釈
迦
・
諸
仏
の
衆
生
無
辺
の
総
願
は
皆
此
経
(11
法
華
経
）
に
を
い
て
満
足
す
。
（
『
開
目
抄
』
、
『
定
遺
』
五
八
一
頁
括
弧
内
引
用
者
）
前
者
の
引
文
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
日
蓮
に
お
い
て
は
、
個
別
的
仏
と
し
て
の
諸
仏
は
久
遠
実
成
の
釈
迦
一
仏
に
還
元
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
日
蓮
に
と
っ
て
救
済
の
究
極
的
主
体
は
久
遠
仏
に
収
束
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
釈
迦
・
諸
仏
の
衆
生
無
辺
の
総
願
」
と
い
う
彼
の
文
言
に
看
取
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
理
解
を
、
四
四
つ
ま
り
、
こ
の
こ
と
は
、
法
華
経
に
つ
い
て
の
日
蓮
の
次
の
よ
う
な
理
解
に
も
表
わ
れ
て
い
る
。
四
五
つ
ま
り
、
日
蓮
に
お
い
て
は
久
遠
仏
一
仏
の
総
願
に
帰
さ
れ
、
そ
れ
は
常
に
法
華
経
に
よ
っ
て
満
足
せ
ら
れ
て
き
た
、
と
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
法
華
経
と
申
ス
は
随
自
意
と
申
；
て
仏
の
御
心
を
と
か
せ
給
フ
。
（
『
随
自
意
御
書
』
、
『
定
遺
』
一
六
―
一
頁
）
み
た
ま
御
悟
を
ば
法
華
経
と
説
キ
を
か
せ
給
へ
ば
、
此
経
の
文
字
は
即
釈
迦
如
来
の
御
魂
也
。
（
『
祈
繭
紗
』
、
『
定
遺
』
六
七
一
頁
）
此
等
ノ
梵
音
声
成
含
一
切
経
↓
一
切
衆
生
を
利
益
す
。
其
中
に
法
華
経
は
釈
迦
如
来
の
御
志
を
書
キ
顕
ハ
ン
て
、
此
音
声
を
文
字
と
成
砥
和
フ
。
仏
の
御
心
は
こ
の
文
字
に
備
ハ
れ
り
。
（
『
四
條
金
吾
殿
御
返
事
』
、
『
定
遺
』
六
六
六
頁
）
右
に
よ
れ
ば
、
す
る
。
そ
し
て
、
日
蓮
は
法
華
経
を
、
久
遠
仏
の
随
自
意
の
経
典
、
即
ち
久
遠
仏
が
そ
の
悟
り
の
ま
ま
を
説
き
示
し
た
経
典
と
把
握
か
か
る
捉
え
方
が
さ
ら
に
、
法
華
経
の
文
字
自
体
が
久
遠
仏
の
悟
り
を
具
え
持
っ
て
い
る
と
い
う
理
解
に
至
る
の
一
念
三
千
と
は
久
遠
仏
の
悟
り
の
内
実
で
あ
る
と
考
え
た
が
、
そ
う
す
る
と
、
法
華
経
に
具
わ
っ
て
い
る
久
遠
仏
の
悟
り
と
は
、
他
な
ら
ぬ
一
念
三
千
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
を
日
蓮
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
此
一
念
―
―
一
千
も
我
等
一
分
の
慧
解
も
な
し
。
而
ど
も
一
代
経
々
の
中
に
は
此
経
(11
法
華
経
）
計
二
念
三
千
の
玉
を
い
だ
け
り
。
（
中
略
）
諸
経
は
智
者
猶
仏
に
な
ら
ず
。
此
経
は
愚
人
モ
仏
因
を
種
べ
し
。
（
『
開
目
抄
』
、
『
定
遺
』
六
0
四
頁
括
弧
内
引
用
者
）
一
念
三
千
は
久
遠
仏
の
悟
り
で
あ
る
が
故
に
、
衆
生
の
智
慧
を
以
て
理
解
し
う
る
も
の
で
は
な
い
が
、
法
華
経
の
み
が
久
遠
仏
の
悟
り
と
し
て
の
一
念
三
千
を
内
包
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
衆
生
は
そ
れ
を
、
法
華
経
を
介
し
て
の
み
自
己
の
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
蓮
は
こ
こ
に
、
衆
生
救
済
が
実
現
さ
れ
る
契
機
が
あ
る
と
見
た
、
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
は
、
法
華
経
を
介
し
て
久
遠
仏
の
悟
り
と
し
て
の
一
念
三
千
を
自
己
の
も
の
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
衆
生
は
久
遠
仏
と
の
「
同
体
」
を
回
復
す
る
契
機
、
即
ち
成
仏
の
契
機
を
得
る
と
見
倣
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
先
に
、
で
あ
る
。
日
蓮
の
宗
教
的
自
覚
に
関
す
る
一
考
察
日
蓮
は
、
法
華
経
の
み
が
一
念
三
千
を
成
釈
迦
ノ
因
行
果
徳
ノ
ニ
法
ハ
妙
法
蓮
華
経
ノ
五
字
二
具
足
ス
。
我
等
受
1
持
？
ハ
此
五
字
↓
自
然
二
譲
コ
与
ヘ
ク
マ
フ
彼
因
果
ノ
功
徳
↓
。
（
『
観
心
本
尊
抄
』
、
『
定
遺
』
七
―
一
頁
）
妙
法
五
字
に
納
め
ら
れ
た
久
遠
仏
の
「
因
果
ノ
功
徳
」
、
即
ち
一
念
三
千
は
、
妙
法
五
字
の
受
持
に
即
し
て
末
法
の
衆
生
に
「
自
然
譲
与
」
さ
れ
る
、
と
日
蓮
は
見
倣
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
の
「
自
然
譲
与
」
と
は
「
仏
種
」
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
の
「
自
然
譲
与
」
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
日
蓮
は
、
末
法
の
衆
生
救
済
が
実
現
さ
れ
る
契
機
を
、
妙
法
五
字
の
受
持
に
即
応
す
る
「
仏
種
」
の
「
自
然
譲
与
」
に
認
め
る
の
で
あ
る
。
尚
、
こ
の
「
自
然
譲
与
」
の
主
体
が
久
遠
仏
で
あ
る
こ
と
は
、
も
は
や
言
う
必
要
も
あ
る
ま
い
。
て
、
「
仏
種
」
を
「
自
然
譲
与
」
す
る
主
体
は
久
遠
仏
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
日
蓮
の
法
華
経
理
解
は
次
の
よ
う
に
概
括
さ
れ
得
る
。
さ
ら
に
日
蓮
は
、
妙
法
五
字
の
受
持
と
い
う
方
軌
を
次
の
よ
う
に
弁
証
す
る
。
不
VIe
識
-
―
念
三
千
↓
者
仏
起
工
へ
慈
悲
↓
(
9
)
 
仏
因
と
し
て
衆
生
に
植
え
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
理
解
し
た
の
で
あ
る
。
「
一
念
三
千
ノ
仏
種
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
念
三
千
を
内
包
し
た
法
華
経
に
つ
い
て
「
諸
経
は
智
者
猶
仏
に
な
ら
ず
。
此
三
千
が
「
仏
種
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
理
由
と
共
に
、
ぅ
ゅ
経
は
愚
人
モ
仏
因
を
種
べ
し
。
」
と
い
わ
れ
る
所
以
も
、
こ
こ
か
ら
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
(10) 
と
こ
ろ
で
、
周
知
の
よ
う
に
、
日
蓮
は
「
捨
芍
‘
広
略
互
旦
肝
要
ご
と
述
べ
て
、
法
華
経
の
中
で
も
題
目
の
「
妙
法
蓮
華
経
」
の
五
字
を
殊
に
重
視
す
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
「
名
は
必
ス
体
に
い
た
る
徳
あ
り
」
と
い
う
確
信
の
ほ
か
に
、
末
法
の
衆
生
の
救
済
を
考
慮
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
『
観
心
本
尊
抄
』
の
次
の
文
言
に
明
ら
か
で
あ
る
。
日
蓮
が
一
念
三
千
を
「
仏
種
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
以
上
、
一
念
三
千
日
蓮
が
衆
生
救
済
の
究
極
的
主
体
を
久
遠
仏
に
置
い
て
い
る
こ
と
か
ら
し
五
字
ノ
内
二
褻
1
｛ヽ此殊↓
日
蓮
に
と
っ
て
法
華
経
と
は
、
久
遠
仏
の
衆
生
令
い
メ
ク
マ
五
裳
末
代
幼
稚
ノ
頸
一
ー
。
（
『
定
遺
』
七
二
0
頁）
四
六
一
念
要
求
さ
れ
て
い
る
。
る。 救
済
の
意
志
が
衆
生
の
も
と
で
実
現
し
て
い
く
際
の
唯
一
の
媒
介
で
あ
る
。
常
に
衆
生
救
済
を
意
志
す
る
久
遠
仏
は
、
そ
の
実
現
の
に
よ
っ
て
の
み
、
た
め
に
、
自
己
の
悟
り
と
し
て
の
一
念
三
千
を
法
華
経
の
文
字
の
内
に
包
み
込
ん
だ
。
衆
生
は
か
か
る
法
華
経
を
媒
介
と
す
る
こ
と
(12) 
一
念
三
千
を
「
仏
種
」
と
し
て
久
遠
仏
か
ら
「
自
然
譲
与
」
さ
れ
る
。
そ
し
て
日
蓮
は
、
「
不
砂
識
立
一
念
三
千
ヱ
者
」
が
生
き
る
末
法
と
い
う
時
代
認
識
の
も
と
で
、
と
こ
ろ
で
、
日
蓮
は
『
守
護
国
家
論
』
に
お
い
て
、
四
七
か
か
る
媒
介
と
し
て
の
法
華
経
を
題
目
の
妙
法
五
字
と
し
て
把
握
し
た
の
で
あ
る
。
日
蓮
に
お
け
る
法
華
経
の
意
義
を
、
こ
こ
ま
で
は
、
久
遠
仏
の
意
志
伝
達
の
手
段
と
い
う
意
味
で
「
媒
介
」
と
見
倣
し
て
き
た
が
、
こ
の
言
葉
は
あ
る
い
は
適
当
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
日
蓮
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
釈
迦
仏
と
法
華
経
の
文
字
と
は
か
は
れ
ど
も
、
心
は
一
ノ
也
。
然
レ
ば
法
華
経
の
文
字
を
拝
見
せ
さ
せ
給
フ
は
、
生
身
の
釈
迦
如
来
に
あ
ひ
進
ら
せ
た
り
と
お
ぼ
し
め
す
べ
し
。
（
『
四
條
金
吾
殿
御
返
事
』
、
『
定
遺
』
六
六
六
頁
）
妙
の
文
字
は
花
の
こ
の
み
と
な
る
が
ご
と
く
、
半
月
の
満
月
と
な
る
が
ご
と
く
、
変
じ
て
仏
と
な
ら
せ
給
7
文
字
也
。
さ
れ
ば
経
に
云
ク
能
持
]
ハ
此
経
-
則
持
言
リ
ト
仏
身
唸
天
台
大
師
ノ
云
二
々
文
々
是
真
仏
ナ
リ
等
芦
広
。
妙
の
文
字
は
三
十
二
相
八
十
種
好
円
備
せ
さ
せ
給
フ
釈
迦
如
来
に
て
お
は
し
ま
す
を
、
我
等
が
眼
つ
た
な
く
し
て
文
字
と
は
み
ま
い
ら
せ
候
也
。
（
『
妙
心
尼
御
前
御
返
事
』
、
『
定
遺
』
一
七
四
八
頁
）
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
日
蓮
に
と
っ
て
は
、
衆
生
の
眼
に
見
え
る
法
華
経
の
文
字
、
従
っ
て
妙
法
五
字
自
体
が
久
遠
仏
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
但
し
、
妙
法
五
字
が
無
条
件
に
久
遠
仏
に
な
る
と
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
た
め
に
は
、
衆
生
に
法
華
経
へ
の
「
信
」
が
法
華
経
年
釈
迦
牟
尼
仏
也
。
不
協
呉
法
華
経
マ
人
ノ
前
ニ
ハ
釈
迦
牟
尼
仏
取
翌
人
滅
一
三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
即
ち
、
法
華
経
は
、
そ
れ
に
対
す
る
信
を
侯
っ
て
は
じ
め
て
、
久
遠
仏
と
し
て
活
動
し
、
衆
生
を
救
済
へ
と
導
い
日
蓮
の
宗
教
的
自
覚
に
関
す
る
一
考
察
信
可
此
経
→
者
ノ
前
ぇ
雖
望
為
〗
卜
滅
後
五r
在
世
也
。
（
『
定
遺
』
―
二
か
か
っ
て
い
る
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
華
経
と
他
経
と
の
併
信
を
、
て
い
く
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
妙
法
五
字
の
受
持
が
法
華
経
へ
の
信
を
前
提
と
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
信
が
妙
法
五
字
の
受
持
と
い
う
形
で
実
践
さ
れ
る
時
、
妙
法
五
字
は
久
遠
仏
と
し
て
受
持
者
に
「
仏
種
」
を
「
自
然
譲
与
」
す
る
働
き
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
日
蓮
に
お
い
て
は
、
久
遠
仏
の
衆
生
救
済
の
意
志
は
、
衆
生
に
お
け
る
法
華
経
へ
の
信
を
侯
っ
て
実
現
し
て
い
く
と
見
倣
さ
れ
た
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
法
華
経
を
ば
皆
信
じ
た
る
や
う
な
れ
ど
も
、
法
華
経
に
て
は
な
き
な
り
。
（
『
開
目
抄
』
、
『
定
遺
』
五
四
九
頁
）
と
厳
し
く
排
斥
す
る
理
由
は
、
右
の
よ
う
な
救
済
の
論
理
に
あ
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
三
、
謗
法
と
末
法
を
持
つ
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
日
蓮
が
、
し
か
し
、
日
蓮
に
お
い
て
は
、
そ
の
信
は
法
華
経
に
対
す
る
専
一
な
る
信
日
蓮
に
お
い
て
謗
法
と
は
い
っ
た
い
何
を
意
味
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
(13) 
「
必
ス
法
華
経
に
非
サ
れ
ば
謗
法
等
主
こ
と
日
蓮
が
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
窺
う
と
、
謗
法
か
否
か
は
、
法
華
経
に
対
す
る
態
度
に
謗
法
の
か
か
る
捉
え
方
を
よ
り
具
体
的
に
示
し
て
い
る
の
は
、
『
南
條
兵
衛
七
郎
殿
御
書
』
の
次
の
文
言
で
あ
る
。
さ
せ
る
語
を
以
て
法
華
経
を
謗
ず
る
人
は
す
く
な
け
れ
ど
も
、
人
ご
と
に
法
華
経
を
ば
も
ち
ゐ
ず
。
又
も
ち
ゐ
た
る
や
う
な
れ
ど
も
念
仏
等
の
や
う
に
は
信
心
ふ
か
か
ら
ず
。
信
心
ふ
か
き
者
も
法
華
経
の
か
た
き
を
ば
せ
め
ず
。
（
中
略
）
た
と
へ
ば
朝
に
つ
か
ふ
る
人
の
十
年
―
―
十
年
の
奉
公
あ
れ
ど
も
、
君
の
敵
を
し
り
な
が
ら
奏
も
せ
ず
、
私
に
も
あ
だ
ま
ず
ば
、
奉
公
皆
う
せ
て
還
て
と
が
に
行
は
れ
ん
が
如
し
。
嘗
世
の
人
人
は
謗
法
の
者
と
し
ろ
し
め
す
べ
し
。
（
『
定
遺
』
―
―
―
ニ
―
頁
ー
三
ニ
ニ
頁
）
四
八
利
的
な
信
の
態
度
を
非
難
す
る
の
で
あ
る
。
個
人
的
に
は
法
華
経
に
深
い
信
を
置
き
な
が
ら
も
、
法
華
経
の
不
信
者
の
存
在
を
黙
認
す
る
場
合
で
あ
る
。
四
九
こ
こ
で
は
、
次
の
三
つ
の
態
度
が
、
謗
法
の
具
体
例
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
の
例
は
、
「
法
華
経
つ
ま
り
法
華
経
に
信
を
置
か
な
い
場
合
で
あ
る
。
第
二
は
、
「
も
ち
ゐ
た
る
や
う
な
れ
ど
も
と
併
信
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
第
三
は
、
「
信
心
ふ
か
き
者
も
法
華
経
の
か
た
き
を
ば
せ
め
ず
」
と
い
う
態
度
で
あ
る
。
日
蓮
に
と
っ
て
法
華
経
と
は
、
既
に
見
た
よ
う
に
、
何
ら
の
能
動
性
も
有
せ
ぬ
一
箇
の
経
典
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
法
華
経
は
、
衆
生
が
そ
れ
に
対
し
て
専
一
な
る
信
を
置
く
な
ら
ば
、
衆
生
救
済
を
意
志
す
る
久
遠
仏
と
し
て
衆
生
に
能
動
的
に
作
用
し
て
く
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
逆
に
、
衆
生
が
法
華
経
に
信
を
置
か
な
い
な
ら
ば
、
或
は
た
と
え
信
じ
て
い
よ
う
と
も
、
そ
れ
が
専
一
な
る
も
の
で
な
い
な
ら
ば
、
法
華
経
は
働
か
ず
、
久
遠
仏
の
衆
生
救
済
の
意
志
が
実
現
す
る
契
機
を
自
ら
摘
み
取
る
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
謗
法
と
見
倣
さ
れ
た
第
一
・
第
二
の
場
合
は
共
に
、
久
遠
仏
の
意
志
に
自
ら
背
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
(14) 
ま
た
、
日
蓮
に
と
っ
て
久
遠
仏
と
は
、
「
衆
生
無
辺
の
総
願
」
の
実
現
を
意
志
す
る
存
在
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
久
遠
仏
と
は
、
一
切
衆
生
の
救
済
を
意
志
す
る
存
在
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
久
遠
仏
の
か
か
る
意
志
に
沿
う
た
め
に
は
、
衆
生
は
法
華
経
法
の
第
三
の
例
の
如
く
、
法
華
経
の
不
信
者
の
存
在
を
黙
認
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
と
り
も
直
さ
ず
、
に
対
す
る
自
己
の
専
一
な
る
信
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
信
仰
へ
と
広
く
他
者
を
も
導
い
て
い
く
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
し
か
る
に
、
謗
一
切
衆
生
を
救
済
せ
ん
と
す
る
久
遠
仏
の
意
志
に
背
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
以
上
、
謗
法
の
具
体
例
を
通
し
て
日
蓮
に
お
け
る
謗
法
の
意
味
を
探
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
要
す
る
に
、
久
遠
仏
の
衆
生
救
済
の
日
蓮
の
宗
教
的
自
覚
に
関
す
る
一
考
察
日
蓮
は
「
奉
公
皆
う
せ
て
還
て
と
が
に
行
は
れ
ん
が
如
し
」
と
い
う
言
い
方
で
、
自
念
仏
等
の
や
う
に
は
信
心
ふ
か
か
ら
ず
」
と
い
う
態
度
で
あ
る
。
を
ば
も
ち
ゐ
ず
」
と
い
う
態
度
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
つ
ま
り
、
法
華
経
に
何
が
し
か
の
信
を
置
き
な
が
ら
も
、
念
仏
等
意
志
に
背
く
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
、
救
済
の
究
極
的
主
体
た
る
久
遠
仏
へ
の
反
逆
で
あ
る
。
獄
を
も
た
ら
す
重
罪
と
見
倣
し
て
い
る
。
か
か
る
謗
法
を
日
蓮
は
、
堕
無
間
地
と
こ
ろ
で
、
先
の
引
文
で
「
嘗
世
の
人
人
は
謗
法
の
者
と
し
ろ
し
め
す
べ
し
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
生
を
謗
法
の
者
と
認
識
し
て
い
る
。
『
立
正
安
国
論
』
に
お
い
て
、
日
蓮
は
「
客
」
を
し
て
、
上
自
〗
一
人
1下
至
考
万
民
砿
杏
万
仏
像
孟
受
言
経
巻
唸
然
レ
ハ
則
叡
山
・
南
都
・
薗
城
・
東
寺
・
四
海
・
一
州
・
五
畿
・
七
道
仏
教
星
ノ
コ
ト
ク
羅
リ
堂
宇
雲
ノコトク上叩ケリ
o
(
『5
止
湿
退
』
―
―
一
三
百
ざ
と
言
わ
せ
て
い
る
。
末
法
に
入
っ
た
と
認
識
さ
れ
て
久
し
い
当
時
の
状
況
は
、
仏
教
が
盛
ん
に
信
仰
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
日
蓮
か
ら
見
る
と
、
そ
の
状
況
そ
の
も
の
が
謗
法
を
生
ん
で
い
る
と
映
っ
た
の
で
あ
る
。
末
法
に
つ
い
て
、
日
蓮
は
次
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
た
。
や
や
長
い
が
、
『
開
目
抄
』
か
ら
引
い
て
お
く
。
世
も
や
う
や
く
末
に
な
れ
ば
、
聖
賢
は
や
う
や
く
か
く
れ
、
迷
者
は
や
う
や
く
多
／
。
世
間
の
浅
き
事
ぅ
猶
あ
や
ま
り
や
す
し
。
何
二
況
ャ
出
世
の
深
法
誤
な
か
る
べ
し
や
。
（
中
略
）
仏
世
を
去
て
と
し
久
し
。
仏
経
み
な
あ
や
ま
れ
り
。
誰
の
智
解
か
直
か
る
べ
き
。
仏
涅
槃
経
二
記
‘
／
テ
云
ク
末
法
に
は
正
法
の
者
ハ
爪
上
ノ
士
、
謗
法
ノ
者
ハ
十
方
ノ
土
と
み
へ
ぬ
。
法
滅
尽
経
に
云
ク
謗
法
ノ
者
ハ
恒
河
沙
、
正
法
ノ
者
二
二
の
小
石
と
記
ン
を
き
給
フ
。
千
年
・
五
百
年
に
一
人
な
ん
ど
も
正
法
の
者
あ
り
が
た
か
ら
ん
。
世
間
の
罪
に
依
て
悪
道
に
堕
ル
者
ハ
爪
上
ノ
土
、
仏
法
に
よ
て
悪
道
に
堕
ル
者
ハ
十
方
の
土
。
（
『
定
遺
』
五
五
五
頁
ー
五
五
六
頁
）
要
す
る
に
、
末
法
に
お
け
る
衆
生
の
機
根
の
劣
化
に
伴
い
、
誤
っ
た
仏
教
信
仰
が
生
じ
、
そ
こ
に
謗
法
が
生
じ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
涅
槃
経
・
法
滅
尽
経
に
既
に
予
言
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
と
日
蓮
は
見
て
い
る
。
先
に
引
い
た
謗
法
の
具
体
例
は
、
こ
の
予
言
が
事
実
と
な
っ
た
こ
と
を
日
蓮
が
認
め
た
こ
と
を
指
し
示
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
日
蓮
は
、
こ
の
末
法
の
事
実
と
久
遠
仏
へ
の
背
反
と
を
人
々
に
知
ら
し
め
よ
う
と
す
る
。
日
蓮
は
末
法
の
衆
五
〇
菩
は
但
夕
善
と
思
フ
ほ
ど
に
、
小
善
に
付
て
大
悪
の
を
こ
る
事
を
し
ら
ず
。
（
『
南
條
兵
衛
七
郎
殿
御
書
』
、
『
定
遺
』
―
-
=
―
―
―
頁
）
ば
、
か
え
っ
て
謗
法
の
罪
と
い
う
「
大
悪
」
を
生
み
出
し
て
し
ま
う
、
と
警
告
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
表
現
し
て
い
る
。
五
と
述
べ
た
の
も
、
そ
う
し
た
警
告
の
―
つ
で
あ
る
。
こ
こ
で
日
蓮
は
、
仏
教
は
そ
れ
以
外
の
教
え
と
比
べ
る
な
ら
ば
確
か
に
「
善
」
で
い
か
に
「
善
」
で
あ
る
と
は
い
え
、
法
華
経
に
対
す
る
専
一
な
る
信
を
さ
し
お
い
て
そ
れ
以
外
の
諸
経
典
を
信
ず
る
な
ら
日
蓮
の
か
か
る
警
告
に
対
し
て
、
度
重
な
る
攻
撃
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
を
日
蓮
は
、
や
い
と
小
児
に
灸
治
を
加
ふ
は
必
母
を
あ
だ
む
。
重
病
の
者
ー
一
良
薬
を
あ
た
う
れ
ば
定
テ
ロ
に
苦
／
と
う
れ
う
。
（
『
開
目
抄
』
、
『
定
遺
』
五
五
八
頁
）
日
蓮
は
こ
こ
に
、
末
法
の
衆
生
に
お
け
る
機
根
の
劣
化
の
現
証
を
見
る
と
共
に
、
末
法
の
衆
生
に
そ
の
謗
法
の
今
の
日
本
国
の
人
は
一
人
も
な
く
極
大
重
病
あ
り
、
所
謂
大
謗
法
の
重
病
也
。
（
『
妙
心
尼
御
前
御
返
事
』
、
『
定
遺
』
―
1
0
三
頁
）
と
い
う
文
言
は
、
そ
れ
に
対
す
る
日
蓮
の
率
直
な
感
想
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
慨
嘆
と
、
追
害
に
対
す
る
忍
耐
と
が
、
お
い
て
は
「
法
華
経
の
行
者
」
の
自
覚
へ
と
転
ぜ
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
次
に
見
る
こ
と
に
す
る
。
四
、
「
法
華
経
の
行
者
」
及
び
謗
法
の
者
と
し
て
の
自
覚
日
蓮
に
分
別
功
徳
品
二
云
ク
悪
世
末
法
ノ
時
。
薬
王
品
―
二
合
後
ノ
五
百
歳
於
芍
閻
浮
提
一
一
広
宣
流
布
う
。
涅
槃
経
二
云
ク
誓
ハ
如
和
七
子
ァ
リ
。
父
母
非
ぃ
ょ
不
芝
平
等
古
然
モ
於
合
病
者
で
心
則
偏
二
重
唸
等
主
云
。
以
咋
已
前
ノ
明
鏡
立
担
知
ス
ル
ニ
仏
意
↓
仏
ノ
出
世
ハ
非
望
為
ー
一
霊
山
八
年
ノ
諸
人
悶
為
1
一
正
像
末
ノ
人
孟
咤
又
非
[
為
一
正
像
二
千
年
ノ
人
一
。
末
法
ノ
始
為
如
望
ぢ
者
ぷ
芸
云
-
ハ
然
於
病
者
↓
指
揺
滅
後
ノ
法
華
経
誹
謗
ノ
者
↓
也
。
（
『
定
遺
』
七
一
九
頁
）
『
観
心
本
尊
抄
』
罪
を
自
覚
さ
せ
る
こ
と
の
困
難
さ
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
る
が
、
日
蓮
の
宗
教
的
自
覚
に
関
す
る
一
考
察
に
お
い
て
日
蓮
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
親
は
子
に
対
し
て
平
等
に
愛
情
を
注
ぎ
な
が
ら
も
、
病
め
る
子
に
対
し
て
は
殊
更
強
く
そ
の
愛
情
を
注
ぐ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
に
、
久
遠
仏
に
お
け
る
救
済
の
意
志
は
衆
生
に
対
し
て
常
に
平
等
に
向
け
ら
れ
て
い
る
が
、
久
遠
仏
が
史
上
の
釈
迦
と
し
て
出
(16) 
世
し
法
華
経
を
説
い
た
意
図
は
、
分
け
て
も
謗
法
の
罪
と
い
う
病
に
悉
く
陥
っ
た
末
法
の
衆
生
を
救
済
す
る
た
め
で
あ
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
日
蓮
は
、
末
法
の
衆
生
が
謗
法
の
者
で
あ
る
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
認
識
か
ら
、
久
遠
仏
が
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
衆
生
を
救
済
し
よ
う
と
意
志
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
導
き
出
す
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
日
蓮
に
確
信
さ
せ
た
も
の
が
、
法
華
経
に
お
け
る
「
後
ノ
五
百
歳
於
芍
閻
浮
提
一
ー
広
宣
流
布
セ
ン
」
と
い
う
予
言
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
る
に
、
「
広
宣
流
布
」
の
予
言
は
、
そ
れ
を
実
際
に
担
う
者
が
な
い
限
り
虚
言
と
化
す
。
周
知
の
よ
う
に
、
法
華
経
の
見
宝
塔
(17)
（
18) 
品
で
は
、
釈
迦
滅
後
の
法
華
経
弘
通
が
三
度
に
わ
た
っ
て
勧
奨
さ
れ
て
い
る
。
日
蓮
に
と
っ
て
こ
れ
は
、
「
三
箇
の
勅
宣
」
・
「
教
主
釈
尊
の
勅
宣
」
と
称
さ
れ
、
久
遠
仏
が
下
し
た
権
威
あ
る
命
令
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
「
後
ノ
五
百
歳
」
、
即
ち
末
法
に
お
け
る
法
華
経
の
「
広
宣
流
布
」
の
予
言
と
対
応
し
て
、
こ
の
「
勅
宣
」
は
末
法
に
お
い
て
こ
そ
奉
じ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
に
こ
の
「
勅
宣
」
を
、
自
己
の
法
華
弘
通
の
実
践
に
よ
っ
て
担
お
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
い
や
し
き
日
蓮
賤
身
な
れ
ど
も
、
教
主
釈
尊
の
勅
宣
を
頂
戴
し
て
此
国
に
来
ク
れ
り
。
（
『
四
條
金
吾
殿
御
返
事
』
、
『
定
遺
』
六
六
四
頁
）
と
言
う
所
以
で
あ
る
。
か
か
る
意
味
で
法
華
弘
通
の
実
践
を
続
け
る
自
己
を
、
な
ら
ば
、
日
蓮
は
ま
日
蓮
は
「
法
華
経
の
行
者
」
と
自
覚
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
言
い
換
え
る
日
蓮
に
お
け
る
「
法
華
経
の
行
者
」
と
し
て
の
自
覚
と
は
、
自
己
の
法
華
弘
通
の
実
践
に
よ
っ
て
久
遠
仏
に
お
け
る
末
法
の
衆
生
救
済
の
意
志
を
実
現
し
て
い
こ
う
と
す
る
自
覚
で
あ
っ
た
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
五
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
布
う
」
と
い
う
予
言
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
う
実
践
を
も
伴
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
五
も
っ
と
も
、
「
法
華
経
の
行
者
」
と
し
て
の
実
践
は
、
法
華
弘
通
に
の
み
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
謗
法
の
折
伏
と
い
邪
智
謗
法
の
者
ノ
多
キ
時
は
折
伏
を
前
キ
と
す
。
（
『
開
目
抄
』
、
『
定
遺
』
六
0
六
頁
）
と
日
蓮
は
述
べ
て
い
る
。
先
に
も
見
た
よ
う
に
、
日
蓮
に
お
い
て
末
法
の
衆
生
は
謗
法
の
者
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
し
か
も
、
末
法
の
衆
生
は
自
己
の
謗
法
の
罪
を
自
覚
し
て
い
な
い
と
見
倣
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
謗
法
の
折
伏
と
い
う
実
践
が
要
請
さ
れ
て
く
る
。
即
ち
、
末
法
の
衆
生
に
対
し
、
そ
の
謗
法
の
罪
を
厳
し
く
責
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
の
謗
法
に
気
付
か
せ
、
謗
法
の
罪
を
生
み
出
す
誤
っ
た
信
仰
を
改
め
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
謗
法
の
折
伏
は
、
久
遠
仏
の
意
志
の
実
現
と
そ
の
貫
徹
に
と
っ
て
不
可
欠
の
手
段
と
見
倣
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
謗
法
の
折
伏
と
い
う
こ
の
実
践
は
、
そ
の
激
し
さ
故
に
、
日
蓮
に
度
重
な
る
受
難
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
際
、
受
難
か
ら
日
蓮
を
支
え
た
も
の
は
、
法
華
弘
通
を
久
遠
仏
の
「
勅
宣
」
と
受
け
取
る
使
命
感
と
、
「
後
ノ
五
百
歳
於
芍
閻
浮
提
一
一
広
宣
流
と
こ
ろ
で
、
日
蓮
自
身
の
解
釈
で
は
、
自
己
の
受
難
は
法
華
経
に
既
に
予
言
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
日
蓮
の
宗
教
的
自
覚
に
関
す
る
一
考
察
日
蓮
は
次
の
為
一
請
無
智
ノ
者
▽
必
被
ユ
、
／
悪
口
罵
詈
．
刀
杖
瓦
石
・
流
罪
死
罪
f
等
戸
広
。
（
『
真
言
諸
宗
違
目
』
、
『
定
仏
陀
記
＜
ァ
云
後
ノ
五
百
歳
二
有
芍
法
華
経
ノ
行
者
―
遺
』
六
三
九
頁
）
見
簡
ス
ル
ニ
法
華
経
ノ
文
↓
入
芍
末
法
砧
ぢ
教
修
一
一
行
ス
ル
法
華
経
二
者
奇
は
多
翌
留
難
1
之
由
経
文
赫
赫
タ
リ
。
有
い
眼
者
ハ
見
望
合
歎
。
所
謂
法
華
経
ノ
第
四
二
召
如
来
ノ
現
在
二
ぅ
猶
多
一
一
怨
嫉
如
咄
滅
度
ノ
後
ヲ
ヤ
。
又
五
ノ
巻
二
巧
／
一
切
世
間
多
り
ノ
テ
怨
難
廷
曳
等
主
広
。
又
云
ク
有
迄
明
無
智
ノ
人
ノ
悪
口
罵
戸
言
等
加
5
刀
杖
瓦
礫
猛
竺
ム
云
。
（
中
略
）
又
云
ク
数
数
見
孟
項
出
『
等
云
云
。
（
『
波
木
井
三
郎
殿
御
返
事
』
、
『
定
遺
』
七
四
五
頁
）
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
に
ヽ 日
蓮
は
自
ら
の
現
実
的
な
体
験
を
、
法
華
経
の
記
載
絶
対
の
真
理
と
信
じ
ら
れ
た
と
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
の
行
為
が
恣
意
的
行
為
で
は
な
く
、
ま
さ
し
く
法
華
経
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
「
法
華
経
の
行
者
」
と
し
て
の
行
為
で
あ
る
と
信
じ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
日
蓮
に
と
っ
て
自
己
の
受
難
は
、
自
己
が
「
法
華
経
の
行
者
」
た
る
証
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
誰
を
か
法
華
経
の
行
者
と
せ
ん
。
（
中
略
）
抑
た
れ
や
の
人
か
衆
俗
に
悪
口
罵
芦
言
せ
ら
る
4
゜
誰
ノ
僧
か
刀
杖
を
加
へ
ら
る
4
゜
誰
の
僧
を
か
法
華
経
の
ゆ
へ
に
公
家
武
家
に
奏
す
る
。
誰
の
僧
か
数
数
見
撰
出
と
度
々
な
が
さ
る
4
。
日
蓮
よ
り
外
に
日
本
国
に
取
出
サ
ん
と
す
る
に
人
な
し
。
（
『
開
目
抄
』
、
『
定
遺
』
五
九
八
頁
）
と
敢
え
て
言
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
日
蓮
は
次
の
よ
う
な
疑
問
に
突
き
当
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
世
間
の
疑
と
い
ゐ
、
自
心
の
疑
ヒ
と
申
／
、
い
か
で
か
天
扶
ヶ
給
＂
ざ
る
ら
ん
。
諸
天
等
の
守
護
神
は
仏
前
の
御
誓
言
あ
り
。
（
中
略
）
其
義
な
き
は
我
身
法
華
経
の
行
者
に
あ
ら
ざ
る
か
。
（
『
開
目
抄
』
、
『
定
遺
』
五
六
一
頁
）
法
華
経
の
陀
羅
尼
品
で
は
、
毘
沙
門
天
・
持
国
天
・
羅
刹
・
鬼
子
母
神
と
い
っ
た
諸
天
・
守
護
神
が
法
華
経
の
護
持
者
を
守
護
す
る
こ
と
を
誓
っ
て
い
る
。
あ
っ
た
。
日
蓮
に
と
っ
て
こ
れ
は
、
諸
天
・
守
護
神
に
よ
る
「
法
華
経
の
行
者
」
守
護
の
誓
い
を
意
味
す
る
も
の
で
し
か
る
に
、
「
法
華
経
の
行
者
」
と
自
覚
す
る
自
己
に
は
、
あ
る
べ
き
諸
天
・
守
護
神
の
守
護
は
何
ら
な
く
、
度
重
な
る
受
難
の
み
が
あ
る
、
と
日
蓮
は
実
感
し
た
。
右
の
疑
問
は
、
も
と
よ
り
か
か
る
疑
問
に
陥
り
な
が
ら
も
、
日
蓮
に
と
っ
て
深
刻
な
反
省
を
促
す
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
日
蓮
は
自
己
が
「
法
華
経
の
行
者
」
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
捨
て
よ
う
と
は
し
な
い
。
日
蓮
に
と
っ
て
は
あ
く
ま
で
も
、
自
己
の
受
難
そ
の
も
の
が
、
自
己
が
「
法
華
経
の
行
者
」
で
あ
る
こ
と
の
明
確
な
証
に
他
な
五
四
す
る
。 そ
れ
で
は
、
あ
る
べ
き
諸
天
・
守
護
神
の
守
護
が
な
く
、
五
五
た
だ
受
難
の
み
が
あ
る
の
は
何
故
か
。
こ
の
疑
問
が
未
だ
残
る
。
こ
れ
と
が
前
生
に
法
華
経
誹
謗
の
罪
な
き
も
の
今
生
に
法
華
経
を
行
ず
。
こ
れ
を
世
間
の
失
に
よ
せ
、
或
は
罪
な
き
を
、
あ
だ
す
れ
ば
忽
に
現
罰
あ
る
か
。
（
中
略
）
不
軽
菩
薩
は
過
去
に
法
華
経
を
謗
ン
給
ふ
罪
身
に
有
ゆ
へ
に
、
瓦
石
を
か
ほ
る
と
み
へ
た
り
。
（
『
開
目
抄
』
、
『
定
遺
』
六
0
0
頁）
過
去
世
に
謗
法
の
罪
な
き
行
者
で
あ
れ
ば
、
護
神
の
守
護
が
あ
る
。
し
か
し
、
不
軽
菩
薩
の
よ
う
に
謗
法
の
罪
を
過
去
世
に
持
つ
行
者
は
、
そ
の
罪
の
報
い
と
し
て
ひ
た
す
ら
受
難
に
耐
え
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
日
蓮
は
、
度
重
な
る
受
難
体
験
の
中
に
、
自
己
の
過
去
世
に
お
け
る
謗
法
の
罪
を
自
覚
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
自
覚
は
、
過
去
世
に
お
い
て
久
遠
仏
の
衆
生
救
済
の
意
志
に
背
い
て
以
来
、
救
済
か
ら
漏
れ
続
け
て
き
た
と
い
う
反
省
的
自
覚
を
目
覚
め
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
『
開
目
抄
』
に
お
い
て
、
此
に
日
蓮
案
ン
テ
云
ク
世
す
で
に
末
代
に
入
て
二
百
余
年
、
辺
土
に
生
を
う
く
。
其
上
へ
下
賤
、
其
上
へ
貧
道
の
身
な
り
。
（
中
略
）
し
ら
ず
大
通
結
縁
た
び
の
第
三
類
の
在
世
を
も
れ
た
る
か
、
久
遠
五
百
の
退
転
し
て
今
に
来
ル
か
。
法
華
経
を
行
ぜ
し
程
に
、
（
中
略
）
無
量
生
が
間
、
恒
河
沙
ノ
度
す
か
さ
れ
て
権
経
に
堕
チ
ぬ
。
権
経
よ
り
小
乗
経
に
堕
ぬ
。
外
典
外
道
に
堕
ぬ
。
結
句
は
悪
道
に
堕
け
り
と
深
ク
此
を
し
れ
り
。
（
『
定
遺
』
五
五
六
頁
）
こ
の
文
言
の
中
に
、
謗
法
の
罪
の
自
覚
と
共
に
、
救
済
か
ら
漏
れ
続
け
て
き
た
と
い
う
深
刻
な
反
省
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
に
対
し
て
、
日
蓮
の
宗
教
的
自
覚
に
関
す
る
一
考
察
た
と
え
受
難
し
よ
う
と
も
、
難
を
加
え
る
者
に
現
罰
を
下
す
と
い
う
形
で
諸
天
・
守
日
蓮
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。
日
蓮
は
自
己
の
経
験
を
後
者
の
場
合
に
比
定
し
、
自
己
の
境
遇
を
納
得
し
よ
う
と
日
蓮
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
か
゜
き
よ
う
。
す
る
。 以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
日
蓮
に
お
け
る
二
つ
の
宗
教
的
自
覚
の
意
味
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
「
法
華
経
の
行
者
」
と
し
て
の
自
覚
は
、
久
遠
仏
の
衆
生
救
済
の
意
志
を
自
己
の
実
践
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
こ
う
と
い
う
自
覚
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
過
去
世
に
謗
法
の
罪
を
犯
し
て
き
た
と
の
自
覚
は
、
久
遠
仏
の
衆
生
救
済
の
意
志
に
背
い
て
き
た
と
い
う
自
覚
を
意
味
す
る
。
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
二
つ
の
自
覚
は
、
意
味
の
上
で
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
次
の
二
つ
の
理
由
に
よ
り
、
実
際
は
後
者
の
自
覚
が
、
「
法
華
経
の
行
者
」
と
し
て
実
践
す
る
動
機
を
日
蓮
に
与
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
、
過
去
世
に
謗
法
の
罪
を
犯
し
て
き
た
と
の
自
覚
は
、
そ
の
謗
法
に
よ
っ
て
救
済
か
ら
漏
れ
続
け
て
き
た
と
い
う
反
省
と
直
結
つ
ま
り
、
謗
法
を
犯
す
限
り
決
し
て
救
済
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
る
。
し
か
る
に
、
日
蓮
に
と
っ
て
自
己
の
眼
前
に
あ
る
末
法
の
衆
生
は
、
そ
れ
と
気
づ
か
ぬ
ま
ま
に
謗
法
を
犯
し
て
い
る
存
在
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
き
た
と
の
自
覚
は
、
日
蓮
が
「
法
華
経
の
行
者
」
と
し
て
謗
法
を
一
層
厳
し
く
折
伏
し
よ
う
と
す
る
動
機
が
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
(20) 
二
、
「
生
死
を
離
ル
‘
時
は
必
此
重
罪
を
け
し
は
て
4
出
離
す
べ
し
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
過
去
世
に
謗
法
の
罪
を
犯
し
て
日
蓮
に
滅
罪
の
思
想
と
決
意
と
を
生
み
出
す
。
く
ろ
が
ね
や
く
権
経
を
行
ぜ
し
に
は
此
の
重
罪
い
ま
だ
を
こ
ら
ず
。
鐵
を
熱
に
い
た
う
（
甚
）
き
た
わ
ざ
れ
ば
き
ず
隠
レ
て
み
え
ず
。
度
々
せ
む
れ
ば
き
ず
あ
ら
わ
る
。
麻
子
を
し
ぼ
る
に
つ
よ
く
せ
め
ざ
れ
ば
油
少
キ
が
ご
と
し
。
今
ま
日
蓮
強
盛
に
国
土
の
謗
法
を
責
れ
ば
大
難
の
来
ル
は
、
過
去
の
重
罪
の
今
生
の
護
法
五
、
結
び
に
か
え
て
日
蓮
は
自
己
に
即
し
て
深
く
確
信
す
る
の
で
あ
で
は
、
そ
の
滅
罪
の
道
を
日
蓮
は
ど
こ
に
求
め
る
の
で
あ
ろ
う
五
六
〔註〕
実
践
し
続
け
る
動
機
を
日
蓮
に
与
え
て
い
く
の
で
あ
る
。
に
招
キ
出
せ
る
な
る
べ
し
。
（
『
開
目
抄
』
、
『
定
遺
』
六
0
1
―
頁
ー
六
0
1
――頁）
と
あ
る
よ
う
に
、
日
蓮
に
と
っ
て
は
、
「
法
華
経
の
行
者
」
と
し
て
の
実
践
に
必
然
的
に
伴
う
受
難
は
、
過
去
世
の
謗
法
の
罪
の
報
い
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
日
蓮
は
、
受
難
を
罪
の
報
い
と
し
て
引
受
け
て
い
く
と
こ
ろ
に
滅
罪
の
道
を
見
出
し
、
不
軽
菩
薩
の
難
に
値
ゆ
へ
に
、
過
去
の
罪
の
滅
ス
ル
か
と
み
へ
は
ん
べ
り
。
（
『
転
重
軽
受
法
門
』
、
『
定
遺
』
五
0
七
頁
）
こ
れ
に
対
し
て
、
「
権
経
を
行
ぜ
し
に
は
此
の
重
罪
い
ま
だ
を
こ
ら
ず
」
と
日
蓮
は
言
う
。
即
ち
、
法
華
経
以
外
の
諸
経
典
を
行
ず
る
限
り
、
謗
法
の
罪
と
い
う
こ
と
自
体
が
自
覚
さ
れ
得
な
い
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
こ
に
は
決
し
て
滅
罪
の
道
も
あ
り
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
逆
に
言
え
ば
、
五
七
日
蓮
は
「
法
華
経
の
行
者
」
と
し
て
の
実
践
の
み
に
、
滅
罪
の
道
が
あ
る
と
見
倣
す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
過
去
世
に
謗
法
の
罪
を
犯
し
て
き
た
と
の
自
覚
は
、
滅
罪
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
「
法
華
経
の
行
者
」
と
し
て
尚
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
日
蓮
に
お
け
る
「
上
行
菩
薩
」
と
し
て
の
自
覚
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
、
行
自
覚
も
合
わ
せ
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
蓮
の
上
日
蓮
の
宗
教
的
自
覚
の
全
体
的
構
造
を
一
層
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
(
1
)
本
稿
に
お
け
る
引
用
は
、
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
（
改
訂
増
補
版
昭
和
六
十
三
年
総
本
山
身
延
久
遠
寺
刊
以
下
『
定
遺
』
と
略
す
）
に
拠
っ
た
。
引
用
の
際
、
旧
漠
字
は
新
漠
字
に
改
め
た
。
引
用
す
る
遺
文
は
、
文
献
学
的
に
信
頼
し
得
る
も
の
、
即
ち
、
（
一
）
真
蹟
が
完
全
に
現
存
す
る
も
の
、
（
二
）
真
蹟
の
断
片
が
現
存
す
る
も
の
、
（
三
）
真
蹟
が
曾
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
日
蓮
の
宗
教
的
自
覚
に
関
す
る
一
考
察
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
不
軽
菩
薩
を
例
に
引
証
明
さ
れ
る
も
の
、
（
四
）
直
弟
子
の
写
本
が
現
存
す
る
も
の
に
限
っ
た。
(
2
)
こ
の
遺
文
で
日
蓮
は
、
「
日
蓮
は
日
本
第
一
の
法
華
経
ノ
行
者
也
」
と
明
言
し
て
い
る
（
『
定
遺』
三
二
七
頁）。
(
3
)
そ
の
代
表
的
な
遺
文
が
『
開
目
抄』
で
あ
る。
(
4
)
昭
和
五
十
七
年
国
書
刊
行
会
刊
(
5
)
『
日
本
仏
教
学
会
年
報』
第
五
一
号
（
昭
和
六
十
年
度）
所
収
(
6
)
共
に
、
茂
田
井
教
享
著
『
観
心
本
尊
抄
研
究
序
説』
（
昭
和
三
十
九
年
山
喜
房
仏
書
林
刊）
所
収。
尚、
謗
法
に
つ
い
て
は
こ
の
他
に
、
渡
辺
宝
陽
「
聖
人
教
学
に
お
け
る
謗
法
の
意
義」
（
同
著
『
日
蓮
宗
信
行
論
の
研
究』
〔
昭
和
五
十
一
年
平
楽
寺
書
店
刊〕
所
収）
を
参
照
し
た。
(
7
)
『
木
絵
二
像
開
眼
之
事』
、
『
定
遺』
七
九
四
頁
(
8
)
「
四
十
五
字
法
体
段」
に
お
け
る
「
己
心
」
の
解
釈
を
め
ぐ
り、
曾
て
清
水
竜
山
氏
と
山
川
智
応
氏
と
の
間
で
論
争
が
交
さ
れ
た。
こ
の
論
争
の
焦
点
は
、
「
己
心
」
を
凡
夫
在
迷
の
己
心
と
と
る
か
、
久
遠
仏
の
己
心
と
と
る
か
に
あ
っ
た。
即
ち、
一
念
三
千
は
凡
夫
の
一
念
三
千
で
あ
る
か
、
久
遠
仏
の
一
念
三
千
で
あ
る
か
を
め
ぐ
っ
て
論
争
が
交
さ
れ
た
の
で
あ
る。
こ
の
論
争
に
お
い
て
、
清
水
氏
は
前
者
の
立
場
を、
山
川
氏
は
後
者
の
立
場
を
と
っ
た。
本
稿
で
は
基
本
的
に
は
山
川
氏
の
立
場
を
と
る。
山
川
氏
に
よ
れ
ば
「
四
十
五
字
法
体
段
」
は
、
釈
迦
の
久
遠
実
成
を
説
く
寿
量
品
の
教
相
の
根
底
に
見
出
さ
れ
た
久
遠
仏
の
観
心
で
あ
り、
そ
れ
は
久
遠
仏
の
所
証
の
世
界
で
あ
る。
従
っ
て
「
法
体
段
」
に
お
け
る
「
己
心
」
は
、
久
遠
仏
の
己
心
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
一
念
三
千
は
「
本
仏
果
上
の
一
念
三
千」
で
あ
り、
そ
れ
は
決
し
て
無
媒
介
的
に
凡
夫
の
一
念
三
千
と
は
な
り
得
な
い
。
凡
夫
が
不
惜
身
命
の
信
を
持
っ
て
妙
法
五
字
を
受
持
し
た
時
は
じ
め
て
、
「
本
仏
果
上
の
一
念
三
千」
は
凡
夫
に
譲
与
さ
れ、
「
本
法
受
持
の
一
念
三
千」
と
し
て
凡
夫
の
も
の
と
な
り
得
る。
以
上
の
よ
う
な
主
張
の
も
と
に
、
山
川
氏
は
清
水
氏
に
反
論
し
た。
山
川
氏
と
清
水
氏
と
の
論
争
に
つ
い
て
は
、
山
川
智
応
著
『
観
心
本
尊
抄
四
十
五
字
法
体
段
正
義』
（
昭
和
九
年
信
人
社
刊）
及
び、
清
水
竜
山
著
『
観
心
本
尊
抄
鑽
仰』
（
昭
和
九
年
平
楽
寺
書
店
刊）
を
参
照
し
た。
(
9
)
『
観
心
本
尊
抄』
、
『
定
遺』
七
―
―
頁
(
10
)
『
法
華
取
要
抄』
、
『
定
遺』
八
一
六
頁
(
11
)
『
十
章
紗』
、
『
定
遺』
四
九
0
頁
(
12
)
こ
こ
で、
智
顛
の
一
念
三
千
と
日
蓮
の
一
念
三
千
と
の
相
違
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
智
額
に
お
い
て
は
、
一
念
は
衆
生
の
一
念
で
あ
る。
衆
生
が
自
己
の
一
念
は
即
三
千
で
あ
る
と
観
ず
る
と
こ
ろ
に
、
衆
生
の
悟
り
が
あ
る。
つ
ま
り、
智
顛
に
お
け
る
一
念
三
千
は
、
衆
生
が
観
心
に
よ
っ
て
獲
得
す
べ
き
衆
生
の
悟
り
で
あ
る。
一
方
日
蓮
の
場
合、
一
念
三
千
は
久
遠
仏
に
よ
っ
て
既
に
達
成
さ
れ
た
久
遠
仏
の
悟
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る。
そ
し
て
そ
れ
は
、
衆
生
が
獲
得
す
べ
き
も
の
と
い
う
よ
り
も、
久
遠
仏
か
ら
衆
生
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る。
そ
の
際、
衆
五
八
生
に
要
求
さ
れ
る
の
は
観
心
で
は
な
く
、
法
華
経
へ
の
信
心
で
あ
る
。
同
じ
一
念
三
千
と
い
う
術
語
を
用
い
な
が
ら
も
、
両
者
の
間
に
は
こ
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
(13)
『
上
野
尼
御
前
御
返
事
』
、
『
定
遺
』
一
八
九
0
頁
(14)
『
開
目
抄
』
、
『
定
遺
』
五
八
一
頁
(15)
『
顕
謗
法
紗
』
に
お
い
て
日
蓮
は
、
「
五
逆
罪
よ
り
外
の
罪
に
よ
り
て
無
間
地
獄
に
堕
ノ
こ
と
あ
る
べ
し
や
」
と
い
う
問
に
、
「
誹
謗
正
法
の
重
罪
な
り
」
と
答
え
る
と
共
に
、
謗
法
を
五
逆
罪
よ
り
は
る
か
に
重
い
罪
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
『
定
遺
』
二
五
四
頁
ー
ニ
五
五
頁
）
。
(16)
『
法
華
取
要
抄
』
に
お
い
て
も
、
「
法
華
経
ハ
為
―
―
1
一
誰
人
↓
説
レ
ク
之
ヲ
乎
」
と
い
う
問
に
、
日
蓮
は
「
以
芍
末
法
↓
為
唸
汽
」
と
答
え
て
い
る
（
『
定
遺
』
八
一
三
頁
）
。
(17)
『
開
目
抄
』
、
『
定
遺
』
五
八
二
頁
i
五
八
三
頁
に
そ
の
引
用
が
み
ら
れ
る
。
(18)
『
開
目
抄
』
、
『
定
遺
』
五
八
九
頁
(19)
『
四
條
金
吾
殿
御
返
事
』
、
『
定
遺
』
六
六
四
頁
(20)
『
開
目
抄
』
、
『
定
遺
』
六
0
二
頁
(21)
日
蓮
に
と
っ
て
謗
法
の
罪
と
は
、
法
華
経
へ
の
絶
対
的
帰
依
の
な
い
と
こ
ろ
に
は
そ
も
そ
も
自
覚
さ
れ
得
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
を
裏
返
せ
ば
、
謗
法
の
罪
の
自
覚
が
な
い
と
こ
ろ
に
は
法
華
経
へ
の
絶
対
的
帰
依
も
あ
り
得
ず
、
従
っ
て
救
済
も
あ
り
得
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
蓮
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
救
済
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
考
察
を
進
め
て
み
た
い
。
日
蓮
の
宗
教
的
自
覚
に
関
す
る
一
考
察
五
九
